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医療

先
日
、
上
記
の
題
目
で
、
講
演
機
会
を
得
た
。

拙
院
の
外
国
人
診
療
への
本
格
的
な
始
ま
り
は

15
年
前
に
遡
る
。

２
０
０
７
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
観
光
立
国

推
進
基
本
法
の
制
定
か
ら
、
２
０
０
７
年
６
月

に
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
し
、

２
０
０
８
年
10
月
に
国
土
交
通
省
の
外
局
と
し
て

観
光
庁
が
発
足
し
た
。

そ
し
て
筆
者
が
、
翌
年
の
２
０
０
９
年
６
月
に

立
ち
上
が
っ
た
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
医
療
観
光
に
関

す
る
研
究
会
」
医
療
委
員
に
就
任
し
、
外
国
人

患
者
誘
致
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

研
究
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
医
療
関
係
者
、
法

曹
関
係
者
、
旅
行
会
社
社
員
の
計
９
名
で
あ
り
、

対
象
国
、
対
象
医
療
分
野
、
受
け
入
れ
体
制
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
障
害
除
去
な
ど
を
鋭
意

検
討
し
、
事
業
実
証
を
通
し
て
の
課
題
整
理
に

取
り
組
ん
だ
。

２
０
１
０
年
３
月
に
医
療
観
光
に
よ
る
患
者
受

け
入
れ
第
１
号
と
し
て
甲
状
腺
の
問
題
に
悩
む

中
国
人
男
性
を
拙
院
で
診
療
し
、
マ
ス
コ
ミ
よ
り

小
さ
な
脚
光
を
浴
び
た
。

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
も
「
医
療
観
光
（
国
を
渡
っ

て
の
医
療
機
関
受
診
）」
の
意
味
も
全
く
浸
透
し

て
い
な
い
時
代
に
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェク
ト
に
参
加
で

き
た
高
揚
感
よ
り
、
そ
の
後
も
病
院
職
員
が一丸

と
な
って
外
国
人
診
療
に
真
摯
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
こ
で
諸
外
国
の
展
示
会
や
疾
患
プ
ロ
モ
ー

シ
ョン
に
積
極
的
に
参
加
し
、
国
内
で
関
連
学
会

を
主
催
し
た
り
、
そ
れ
ら
の
進
捗
状
況
を
原
稿

に
残
し
た
り
と
、
そ
れ
な
り
の
努
力
を
尽
く
し

た
。

そ
の
中
、
も
っ
と
も
本
気
を
出
し
た
の
は
中
国

語
や
韓
国
語
の
専
属
医
療
通
訳
を
採
用
し
た
こ

と
で
あ
る
。
最
初
の
頃
は
試
行
錯
誤
を
し
て
い
た

が
、
通
訳
業
務
は
次
第
に
活
況
を
増
し
、
現
在

で
は
２
名
の
職
員
が
、
院
内
あ
ら
ゆ
る
診
療
現
場

に
お
け
る
外
国
人
診
療
ア
シ
ス
ト
で
多
忙
を
極
め

て
い
る
。

医
療
観
光
の
意
味
、
実
態
に
つい
て
は
割
愛
す

る
が
、
そ
の
間
、
我
々
が
気
付
か
さ
れ
た
の
は
、

医
療
機
関
受
診
を
目
的
に
来
日
す
る
限
ら
れ
た

海
外
富
裕
層
への
診
療
提
供
よ
り
も
、
日
本
語
で

の
会
話
が
お
ぼ
つ
か
な
い
状
態
で
東
京
都
市
圏
に

暮
ら
し
、
言
葉
の
壁
に
悩
む
外
国
人
が
い
か
に
多

い
か
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

以
上
が
表
題
で
あ
る
「
医
療
観
光
か
ら
在
日

外
国
人
医
療
へ
」
の
大
義
で
あ
る
が
、
２
０
０
８

年
に
時
計
を
戻
す
と
、
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
開
始
後
も
訪
日
外
国
人
の
来
日
数
は
伸

び
悩
ん
で
お
り
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
と
称
さ
れ
る

諸
外
国
に
旅
立
つ
日
本
人
よ
り
も
は
る
か
に
少
な

く
、
年
間
８
０
０
万
人
強
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
先

進
諸
国
内
で
最
下
位
と
足
踏
み
を
し
て
い
た
。

前
述
し
た
観
光
庁
内
会
議
で
、
最
初
に
渡
さ

れ
情
報
共
有
し
た
資
料
を
今
で
も
大
切
に
保

管
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
国
家
目
標
は
年
間

３
０
０
０
万
人
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
達
成

で
あ
り
、
そ
の
数
字
を
合
言
葉
に
ロ
ー
ド
マッ
プ

が
作
成
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
の
日
本
の
大
躍
進
は
周
知
の
ご
と
く

で
あ
る
が
、
３
０
０
０
万
人
の
目
標
は
前
倒
し

で
コ
ロ
ナ
禍
前
に
実
現
し
、
先
月
に
は
単
月
で

３
０
８
万
人
と
過
去
最
高
の
訪
日
者
数
と
な
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
過
剰
）
が
問
題
視

さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
医
療
観
光
）
は
話

題
性
が
な
く
な
っ
た
が
、
数
値
目
標
が
達
成
さ
れ

た
軌
跡
は
、
末
席
な
が
ら
初
期
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
れ
た
人
間
と
し
て
喜
ば
し
い
限
り
だ
。

さ
ら
に
は
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

「
世
界
経
済
や

為
替
が
安
定
し
て

い
る
こ
と
、
戦
争

や
疾
病
の
流
行
が

発
生
し
な
い
こ
と

を
前
提
と
す
る
」

と
の
文
言
が
追
記

さ
れ
て
い
た
が
、

15
年
の
間
、
全
て

が
予
期
せ
ず
に

発
生
し
た
。

観
光
立
国
ま

で
の
短
く
て
長
い

道
程
。

勝
手
に
感
慨

に
浸
って
い
る
。
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伊
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1958 年生まれ。伊藤病院 3代目院長。
北里大学医学部卒業、東京女子医科大学大学院修了。医師になって以来、
国内外にて一貫してバセドウ病、橋本病、甲状腺癌など甲状腺疾患に対する
診療と研究にひたすら従事。
東京女子医大、筑波大大学院非常勤講師。日本医科大学、了徳寺大学客員
教授。
日本内分泌外科学会、日本甲状腺外科学会理事。厚生労働省診断群分類調
査研究班班長。
伊藤病院 http://www.ito-hospital.jp/
名古屋甲状腺診療所（名古屋分院）http://www.kojin-kai.jp/nagoya/
さっぽろ甲状腺診療所（札幌分院）http://www.kojin-kai.jp/sapporo/
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